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販
売
強
化
し
、
事
業
の
再

構
築
を
図
っ
て
い
く
」
と

意
欲
を
み
せ
た
。

　

続
い
て
、
都
城
市
に
拠

点
を
置
く
南
日
本
酪
農
協

同
を
訪
問
。

　

同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ

で
あ
る
「
Ｄ
ａ
ｉ
ｒ
ｙ
」

の
頭
文
字
に
は
、
創
業
当

時
か
ら
大
切
に
し
て
き
た

「
南
十
字
星
」
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
使
用
。「
南
の

空
に
輝
く
星
と
な
る
」「
事

業
を
四
方
に
広
げ
て
い

く
」
と
い
う
会
社
設
立
当

時
の
思
い
を
表
し
て
い
る

と
い
う
。

　

１
９
６
０
年
に
創
業
。
１
８

０
㏄
瓶
の
加
工
乳
「
南
日
本
牛

乳
」
を
製
造
、
販
売
を
開
始
。

「
自
分
た
ち
で
生
産
し
た
乳
は

自
分
た
ち
で
処
理
・
販
売
す
る
」

南日本酪農協同、統一ブランド「Ｄａｉｒｙ」で多品種展開

と
い
う
念
願
が

か
な
っ
た
瞬
間

で
あ
っ
た
と
い

う
。

　

１
９
６
１
年

に
、
鹿
児
島
県

全
域
で
の
牛
乳

販
売
の
開
拓
・

拡
大
に
備
え
、

大
口
市
、
鹿
児

島
市
へ
の
進
出

を
開
始
し
、
１

９
６
６
年
に
鹿

児
島
工
場
を
新

設
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
瓶
牛

乳
の
製
造
は
鹿
児
島
工
場
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
、

日
本
初
の
２
０
０
㏄
瓶
を
採
用

し
た
加
工
乳
「
南
日
本
デ
ー

リ
ィ
牛
乳
２
０
０
㏄
」を
発
売
。

発
売
後
か
な
り
の
売
れ
行
き
と

な
り
、
な
か
で
も
特
濃
加
工
乳

が
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
同

社
は
急
成
長
を
遂
げ
た
。

　

１
９
７
１
年
に
は
、
同
社
初

の
成
分
無
調
整
牛
乳
「
南
日
本

デ
ー
リ
ィ
牛
乳
１
８
０
㎖
」
を

テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
の
三
角
パ
ッ
ク

紙
容
器
で
新
発
売
し
た
。
１
９

７
６
年
に
は
、
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

牛
乳
（
Ｌ
Ｌ
牛
乳
）
を
発
売
。

総
合
基
幹
工
場
と
し
て
竣
工
し

た
都
城
工
場
が
国
内
最
大
の
本

格
的
Ｌ
Ｌ
工
場
と
し
て
稼
働

し
、
Ｌ
Ｌ
無
調
整
牛
乳
「
霧
島

山
麓
牛
乳
１
０
０
０
㎖
／
５
０

０
㎖
」
の
製
造
を
開
始
し
た
。

翌
年
、
鹿
児
島
の
離
島
に
あ
る

学
校
給
食
に
全
国
で
初
め
て
Ｌ

Ｌ
牛
乳
を
提
供
し
た
。
１
９
９

０
年
の
工
場
再
編
に
よ
り
、
鹿

児
島
工
場
を
閉
鎖
。
市
乳
製
品

の
生
産
は
鹿
屋
工
場
と
都
城
工

場
へ
引
き
継
い
だ
。

　

現
在
、
瓶
牛
乳
の
製
造
を

行
っ
て
い
る
の
は
鹿
屋
工
場
の

み
で
、
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ー
ド

キ
ャ
ッ
プ
の
導
入
な
ど
商
品
の

品
質
・
安
全
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
一
方
の
都
城
工

場
で
は
、
鹿
児

島
工
場
閉
鎖
以

降
、
多
様
な
飲

料
牛
乳
製
品
の

製
造
を
行
っ
て

お
り
、
２
０
０

６
年
の
種
子
島

工
場
閉
鎖
に
伴

い
、「
種
子
島

牛
乳
１
０
０
０

㎖
」
の
製
造
を

　

酪
農
乳
業
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
こ

の
ほ
ど
、
宮
崎
の
乳
業
メ
ー

カ
ー
２
社
の
現
地
視
察
を
行
っ

た
。

　

宮
崎
市
に
拠
点
を
置
く

白
水
舎
乳
業
は
、
独
自
の

商
品
開
発
や
販
売
方
法
を

通
し
て
、
地
元
産
生
乳
を

用
い
た
高
付
加
価
値
商
品

を
販
売
し
て
い
る
。

　

１
９
１
９
（
大
正
８
）

年
に
宮
崎
市
・
高
松
町
で

都
成
健
三
代
表
の
祖
父
で

あ
る
仲
二
氏
が
開
設
し
た

搾
乳
牧
場
が
白
水
舎
乳
業

の
前
身
と
な
る
。
仲
二
氏

が
米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
留
学
し
習
得
し
た
、

当
時
最
新
の
乳
牛
飼
養
管

理
技
術
を
持
ち
帰
り
、
搾

乳
か
ら
牛
乳
の
製
造
・
配

達
ま
で
を
行
っ
て
い
た
。

　

当
時
か
ら
牛
乳
は
栄
養

豊
富
と
知
ら
れ
て
お
り
、

「
命
の
白
い
水
」
と
称
し

て
販
売
し
た
の
が
社
名
の

由
来
と
な
る
。
１
９
３
５

年
に
Ｊ
Ｒ
宮
崎
駅
東
側
の

現
在
地
に
移
転
し
、
事
業

を
継
続
し
た
。

　

１
９
４
０
年
に
２
代
目

を
継
い
だ
父
の
林
造
氏
は
、
近

隣
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
こ
と
な

ど
か
ら
、
直
営
牧
場
を
廃
し
乳

業
事
業
に
シ
フ
ト
し
、
戦

後
は
学
乳
事
業
を
開
始
し

た
。
学
校
給
食
牛
乳
は
現

在
も
１
日
で
約
１
万
８
０

０
０
本
（
２
０
０
㎖
）
を

供
給
し
て
お
り
、
同
社
の

基
幹
事
業
と
な
っ
て
い

る
。
宮
崎
市
内
の
小
中
学

校
で
は
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
学
校
の
牛
乳
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

　

１
９
９
５
年
に
３
代
目

と
し
て
謙
三
氏
（
写
真
左

上
）
が
事
業
を
継
承
。
こ

の
頃
工
場
の
機
械
を
一
新
し
た

ほ
か
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
の
販

売
も
開
始
し
た
。
そ
の
後
も
工

場
の
設
備
更
新
に
合
わ
せ
て
、

製
造
棟
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
張
り

に
す
る
「
見
え
る
化
」
を
実
施

し
、
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し

た
工
場
見
学
の
受
け
入
れ
も
ス

タ
ー
ト
し
た
。
謙
三
氏
は
「
見

え
る
化
や
見
学
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
牛
乳
を
身
近
に
感

じ
る
と
同
時
に
、
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
て
い

る
」
と
い
う
。
２
０
０
４
年
に

は
工
場
隣
に
直
営
店
舗
「
夢
み

る
く
」
を
開
店
。
消
費
者
の
要

望
に
応
え
て
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
の
製
造
・
販

売
も
開
始
し

た
。
06
年
に
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
よ
る
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
の
移

動
販
売
に
着
手

し
た
と
こ
ろ
、

人
気
を
博
し
、

コ
ロ
ナ
前
で
は

九
州
全
域
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
か

ら
声
が
か
か

り
、
１
日
平
均

で
約
１
０
０
０
本
を
売
り

上
げ
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
０
年

に
宮
崎
の
酪
農
畜
産
農
家

で
家
畜
伝
染
病
の
口
蹄
疫

が
発
生
。
被
害
が
大
き
く

再
出
発
で
き
な
い
酪
農
家

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
謙

三
氏
は
同
社
の
は
じ
ま
り

が
搾
乳
牧
場
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
酪
農
へ
の
思

い
入
れ
が
強
く
、
県
内
の

酪
農
家
が
廃
業
を
強
い
ら

れ
る
中
、
地
域
の
酪
農
の

再
興
に
は
生
乳
の
高
付
加

価
値
化
が
必
要
だ
と
考

え
、
新
商
品
の
開
発
に
乗

り
出
し
た
。
こ
う
し
て
誕

生
し
た
商
品
が
「
百
白

糀
（
ひ
ゃ
く
び
ゃ
く
こ
う

じ
）」
と
な
る
。
宮
崎
平

野
産
の
牛
乳
と
九
州
産
の

米
こ
う
じ
を
原
料
に
し
た

牛
乳
甘
酒
で
、
生
乳
中
の

た
ん
ぱ
く
質
を
糀
の
酸
素

が
分
解
し
、
カ
ラ
ダ
を
維

持
す
る「
遊
離
ア
ミ
ノ
酸
」

を
生
乳
よ
り
も
約
１
０
０

倍
多
く
含
ん
で
い
る
と
い

う
。
２
０
１
４
年
の
発
売

以
来
、
着
実
に
人
気
を
集
め
て

い
る
。
謙
三
代
表
は
「
酪
農
と

乳
業
は
車
の
両
輪
と
同
じ
。
コ

ロ
ナ
禍
で
市
場
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
が
、
百
日
糀
の
一
層

の
販
路
拡
大
や
ア
イ
ス
の
移
動

宮
崎
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
２
社
視
察

宮
崎
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
２
社
視
察

酪
農
乳
業
ペ
ン
ク
ラ
ブ

南日本酪農協同外観

白水舎乳業、地元産生乳で高付加価値商品販売
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Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
＝
銀
座

ロ
フ
ト
で
無
料
試
飲
体
験
イ

ベ
ン
ト
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ 

ド
リ
ッ
プ

ポ
ッ
ド 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ
Ｏ

Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
を

展
開
。
31
日
ま
で
の
土
日
に
急

冷
式
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
や
専
用

カ
プ
セ
ル
全
15
種
の
試
飲
、
週

替
わ
り
で
全
５
種
の
ア
レ
ン
ジ

コ
ー
ヒ
ー
の
試
飲
を
提
供
。
ほ

か
、「
Ｄ
Ｐ
３
」、
専
用
カ
プ
セ

ル
も
販
売
。「
暑
い
夏
こ
そ『
冷

た
く
て
美
味
し
い
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
た
い
』
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
で
、
調
査
に

よ
る
と
、
淹
れ
た
て
の
味
わ
い

が
楽
し
め
る
〝
急

冷
式
〟
を
過
半
数

が
未
体
験
。
ま

た
、
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
に
求
め
ら
れ

る
〝
手
軽
さ
と
お

い
し
さ
〟に
対
し
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選

定
や
鮮
度
管
理
、

分
量
な
ど
の
要
因

に
よ
り
、
理
想
と

す
る
味
に
た
ど
り

着
け
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、
手
軽
さ
か
美

味
し
さ
か
が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
と
い
う
実

態
が
伺
え
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ

の
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
の
抽
出
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
搭
載
し
た
Ｕ
Ｃ
Ｃ

『
ド
リ
ッ
プ
ポ
ッ
ド
』
で
つ
く

る
急
冷
式
の
〝
究
極
の
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
〟（
写
真
上
）を
提
案
」

（
西
川
満
美
子
ド
リ
ッ
プ
ポ
ッ

ド
Ｐ
Ｒ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）。

　

ネ
ス
レ
日
本
＝
〝
リ
ラ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
に
飲
み
た
い
〟〝
豊

か
な
時
間
に
味
わ
い
た
い
〟
と

い
っ
た
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
へ
の

期
待
に
応
え
発
売
し

た
「
ネ
ス
カ
フ
ェ 

ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド 

ボ
ト
ル
コ
ー
ヒ
ー
」

を
楽
し
め
る
「
ア
イ

ス
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン

ジ
」
を
31
日
ま
で
展

開
。
ゆ
っ
く
り
と
味

わ
う
習
慣
、
様
々
な

楽
し
み
方
を
提
案
す

べ
く
、
①
「
グ
ラ
ス

が
選
べ
る
上
質
な
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
体
験

セ
ッ
ト
」

②
「
サ

マ
ー
ノ
ン
ア
ル
カ
ク
テ
ル
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
／
フ
ラ
ッ
ペ
」
を
用

意
（
同
中
）。
①
は
、
６
種
類

以
上
の
グ
ラ
ス
か
ら
好
き
な
も

の
を
選
ん
で
「
ネ
ス
カ
フ
ェ 

ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド
」
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
（
税
込
５
５

０
円
）、
②
は
、「
ネ
ス
カ
フ
ェ 

ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド
サ
マ
ー 

ノ
ン
ア
ル
カ
ク
テ
ル 

セ
レ
ク

シ
ョ
ン
カ
リ
ビ
ア
ン
カ
フ
ェ
モ

ヒ
ー
ト
風
」（
７
５
０
円
）、「
同 

同 

同 
コ
ー
ヒ
ー
ビ
ー
ル
風
～

ダ
ー
ク
テ
イ
ス
ト
～
」（
６
５

０
円
）、「
同 
同 
か
き
氷 

～

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
マ
ス
カ
ル
ポ
ー

ネ
と
あ
ん
ず
の
織
り
な
す
ハ
ー

モ
ニ
ー
～
」（
７
５
０
円
）
な

ど
全
６
品
を
揃
え
た
。
う
ち
４

品
は
「
ネ
ス
レ 

バ
ラ
ン
ス
レ

シ
ピ
」（https://nestle.jp/

recipe/

）
で
レ
シ
ピ
を
公
開

中
。

　

タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ

ン
＝
20
日
か
ら
、
日
本
開
業
25

周
年
記
念
の
「
ア
イ
ス
す
も
も

コ
ル
タ
ー
ド
（
税
込
６
５
０

円
）」「
す
も
も
コ
ル
タ
ー
ド

シ
ェ
イ
ク
（
６
９
０
円
）」（
同

下
）
を
夏
季
限
定
発
売
。
社
内

で
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る

「
タ
リ
ー
ズ
バ
リ
ス
タ
コ
ン
テ

ス
ト
」
２
０
２
１
年
度
で
、
創

作
部
門
最
優
秀
賞
「
ベ
ス
ト
シ

グ
ニ
チ
ャ
ー
ド
リ
ン
ク
賞
」
を

受
賞
し
た
作
品
を
採
用
し
た
。

　

発
売
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ

た
試
飲
会
で
、
受
賞
者
の
傍
島

李
沙
バ
リ
ス
タ
（
豊
田
メ
グ
リ

ア
店
）
は
、「
周
年
に
相
応
し

い
よ
う
、
夏
が
旬
の
す
も
も
、

生
ク
リ
ー
ム
な
ど
味
も
見
た
目

も
華
や
か
な
素
材
を
使
っ
た

が
、
最
も
こ
だ
わ
っ
た
点
は
タ

リ
ー
ズ
伝
統
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ

を
際
立
た
せ
る
こ
と
」
と
説
明

し
た
。
ス
ペ
イ
ン
発
祥
の
エ
ス

プ
レ
ッ
ソ
に
少
な
め
の
ミ
ル
ク

を
入
れ
る
〝
コ
ル
タ
ー
ド
〟
は
、

通
常
ホ
ッ
ト
で
提
供
さ
れ
る

が
、
特
徴
の
濃
厚
な
コ
ー
ヒ
ー

感
が
ア
イ
ス
で
も
味
わ
え
る
よ

う
に
調
整
し
て
い
る
と
い
う
。

　

な
お
、
傍
島
バ
リ
ス
タ
は
日

本
の
タ
リ
ー
ズ
と

同
じ
25
歳
。「
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
幅

広
い
年
代
が
参
加

す
る
の
で
偶
然
だ

が
、
次
世
代
の
タ

リ
ー
ズ
を
担
う
人

材
が
育
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
良
い

結
果
だ
と
思
う
」

（
同
社
）。

�

（
柴
田
明
子
）

開
始
。
同
年
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
製
法
を

採
用
し
て
牛
乳
賞
味
期
限
を
13

日
に
延
長
す
る
な
ど
、
主
力
工

場
と
し
て
前
進
し
て
い
る
。

　

都
城
工
場
で
は
、
無
調
整
牛

乳
、
低
脂
肪
牛
乳
、
コ
ー
ヒ
ー
、

乳
飲
料
、
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
、

生
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

ポ
リ
ボ
ト
ル
製
品
、
乳
酸
菌
飲

料
、
Ｌ
Ｌ
製
品
な
ど
多
品
種
を

製
造
。
貯
乳
能
力
は
４
２
０
ト

ン
、
生
乳
処
理
は
年
間
約
６
万

４
０
０
０
ト
ン
。

　

関 

由
紀
也
都
城
工
場
工
場

長
（
写
真
前
頁
・
左
下
）
は

「
２
０
１
４
年
に
、
南
日
本
酪

農
協
同
の
製
品
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー

ム
『
Ｄ
ａ
ｉ
ｒ
ｙ
』
を
新
た
に

策
定
。
牛
乳
を
は
じ
め
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
、ス
コ
ー
ル
、

ヨ
ー
グ
ル
ッ
ペ
、
高
千
穂
牧
場

シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
統
一
す
る
ブ

ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
と
な
る
。
ブ
ラ

ン
ド
ネ
ー
ム
を
刷
新
し
て
も
、

製
品
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
は
変

わ
ら
な
い
。
現
在
、
新
デ
ザ
ー

ト
工
場
を
建
設
中
で
、
２
０
２

４
年
に
稼
働
予
定
。
こ
れ
か
ら

も
ブ
ラ
ン
ド
タ
グ
ラ
イ
ン
で
あ

る
“
ミ
ル
ク
で
つ
な
ぐ
明
日
の

笑
顔
”
に
そ
っ
て
、お
い
し
く
、

安
心
・
安
全
な
製
品
を
提
供
し

て
い
く
」
と
語
っ
た
。

�

（
門
馬
恵
美
）

　

コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
夏
場
に
向
け
た
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
需
要
喚
起
を
続
々

と
行
っ
て
い
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
で
は
、「
ド
リ
ッ
プ
ポ
ッ
ド
」
で
つ
く
る
〝
究
極
の

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
〟
を
提
案
す
べ
く
、
銀
座
ロ
フ
ト
で
無
料
試
飲
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

中
。
ネ
ス
レ
日
本
で
は
「
ネ
ス
カ
フ
ェ 
ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン
ド 

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー 

ラ
ウ
ン

ジ
」
を
ネ
ス
カ
フ
ェ
原
宿
で
展
開
中
。
タ
リ
ー
ズ
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
は
７
月
20
日
か

ら
、日
本
開
業
25
周
年
記
念
の「
ア
イ
ス
す
も
も
コ
ル
タ
ー
ド
」「
す
も
も
コ
ル
タ
ー
ド
シ
ェ

イ
ク
」
を
夏
季
限
定
発
売
。
以
下
、
各
社
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
。

コーヒーメーカー各社
夏場の需要喚起活発


